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凡例

・本文で使用する暦と年号について。原則として西暦で統一し、西暦にほぼ対応する年号を併記した。

・漢数字は旧暦、アラビア数字は西暦の月日を表す。

・史料の引用に当たっては、当時の漢文、日本文の混淆情況（台湾人による漢文、日本文、日本人による日本文、

漢文翻訳、漢文写など）を再現するため、当用漢字や繁体字に統一することをせず、原則として原文通りの表

記とした。ただしパソコンで表記不能な異体字はその限りではなく、また合字も一部開いている。なお原文中

の傍点等は基本的に省略し、句読点も適宜変更した。

・引用文中の傍点及び波線は筆者が強調のため付したものである。

・漢文史料のうち、当時訳文が作成されていたものについては当時の総督府官吏が閲覧したという事実を尊重し、

また「翻訳」がはらむ問題についても注意を払う目的から、訳文が残っている場合は当時の訳文を利用する。

その際、誤訳や省略は適宜指摘する。また原文は注にて示す。これは本稿が対象とする時期に台湾人が書き残

した文書の多くが総督府文書中に散在するにもかかわらず、従来ほとんど利用されてこなかったため、史料紹

介の意図も含む。なお原文を引用する際には省略を……で示し、改行を／、擡頭を〔　〕と数字で示した（例

えば〔2〕は二字擡頭を示す）ほか、閲読の便に鑑みて人名号、書名号を付した。

・総督府文書を引用する際は、参照の便に鑑みて簿冊番号をV、案件番号をAとし、それぞれ番号を示す。

・引用文において、（　　）は史料執筆者による補足、〔　　〕は筆者による補足を表す。また、取り消し線は史

料上削除された箇所を、〔（挿入）　　　〕は後から挿入された文言であることを示す。

・地の文においても、漢人の人名、漢語の地名は繁体字で表記している。文献名は和文は常用漢字、漢文は繁体

字で統一した。

初出一覧

はじめに

　第 5節は「統治構造──清朝から台湾総督府へ、国家・社会関係の転換」（若林正丈・家永真幸編著『台湾研

究入門』東京大学出版会、2020 年）に補筆。その他は書き下ろし。

第 3章

　「胥吏と台湾の割譲──南部台湾における田賦徴収請負機構の解体をめぐって」（『日本台湾学会報』第 21 号、

2019 年）に補筆。

おわりに

　第 1節は「統治構造──清朝から台湾総督府へ、国家・社会関係の転換」（若林正丈・家永真幸編著『台湾研

究入門』東京大学出版会、2020 年）に補筆。その他は書き下ろし。

その他の章は書き下ろし。



本文

本論文は 5年以内に出版する予定である。
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台湾総督府編『台湾総督府民政事務成績提要』（台湾総督府、1897～1942 年）。
──編『台湾総督府職員録』（各年版、台湾総督府、1898～1920 年）。
──編『台湾総督府統計書』（台湾総督府、1899～1944 年）。
台湾総督府学務課編『台湾教育志稿』（1902 年）。
台湾総督府官房文書課編『台湾統治綜覧』（台湾総督府官房文書課、1908 年）。
台湾総督府警務局編『台湾総督府警察沿革誌』（全 5巻、台湾総督府警務局、1933～1942 年）。



台湾総督府財務局編『台湾税制ノ沿革』（台湾総督府財務局、1935 年）。
台湾総督府専売局編『台湾樟脳専売志』（台湾総督府専売局、1924 年）。
──『台湾塩専売志』（台湾総督府専売局、1925 年）。
──『台湾阿片志』（台湾総督府専売局、1926 年）。
台湾総督府民政局殖産部編『台湾産業調査録』（台湾総督府民政局殖産部、1896 年）。
台湾総督府民政局文書課編『台湾総督府諭示集』（台湾総督府民政局文書課、1895 年）。
──編『改訂増補台湾総督府例規類抄』（台湾総督府民政局文書課、1896 年）。
台湾総督府民政殖産局編『台湾ノ牧牛　附印度水牛』（台湾総督府民政殖産局、1904 年）。
台湾総督府民政部財務局編『台湾地方税総予算書』（台湾総督府民政部財務局、1911 年）。
台湾総督府民政部財務局税務課内税務職員共慰会編『台湾税務史』（上・下、台湾総督府民政部財務局税務課内

税務職員共慰会、1918 年）。
台湾総督府民政部殖産課編『台北県下農家経済調査書』（台湾総督府民政部殖産課、1899 年）。
台湾総督府民政部総務局地方課編『地方行政旧慣調書』（台湾総督府民政部総務局地方課、1904 年）。
台湾総督府民政部地方課編『台湾総督府事務状況一斑』（台湾総督府民政部地方課、1919 年）。
台湾総督府民政部文書課編『台湾総督府法規提要』（台湾総督府民政部文書課、1898 年）。
台湾総督府法務部編『台湾匪乱小史』（台湾総督府法務部、1920 年）。
台湾総督府陸軍幕僚編『台湾総督府陸軍幕僚歴史草案』（上・下、捷幼出版社、1991 年）。
中京大学社会科学研究所台湾史料研究会編『台湾史料綱文』（全 3巻、中京大学社会科学研究所、1986 年）。
水野遵「台湾行政一斑」（原敬文書研究会編『原敬関係文書第 6巻　書類編 3』日本放送出版協会、1986 年）。
臨時台湾旧慣調査会編『台湾形勢概要』（臨時台湾旧慣調査会、1902 年［成文出版社、1985 年］）。
──『臨時台湾旧慣調査会第一部調査第三回報告書台湾私法』（臨時台湾旧慣調査会編、1910～1911 年）。
──『契字及書簡文類集』（盛文社、1916 年）。
──『台湾旧慣調査事業報告』（臨時台湾旧慣調査会、1917 年）。
臨時台湾旧慣調査会第二部編『臨時台湾旧慣調査会第二部調査経済資料報告』（上・下、臨時台湾旧慣調査会第

二部、1905 年）。
臨時台湾土地調査局編『清賦一斑』（臨時台湾土地調査局、1900 年）。
──『台湾旧慣制度調査一斑』（臨時台湾土地調査局、1901 年）。
──『台湾土地調査法規全書』（臨時台湾土地調査局、1902 年）。
──『臨時台湾土地調査局事業報告』（全 5回、臨時台湾土地調査局、1902～05 年）。
──『臨時台湾土地調査事業概要』（臨時台湾土地調査局、1905 年）。
──『台湾土地慣行一斑』（全 3編、臨時台湾土地調査局、1905 年）。
鷲巣敦哉『台湾保甲皇民化読本』（台湾警察協会、1941 年［中島利郎・吉原丈司編『鷲巣敦哉著作集Ⅲ』緑蔭書

房、2000 年］）。
「台灣總督府職員錄系統」（中央研究院台灣史研究所檔案館、http://who.ith.sinica.edu.tw/）。

地方志類 

嘉義街役塲編『大嘉義』（嘉義街役塲、1929 年）。
嘉義市玉山公学校編『嘉義郷土概況』（嘉義市玉山公学校、1933 年）。
新竹庁総務課編『新竹庁志』（新竹庁総務課、1907 年）。
台南州共栄会編『南部台南誌』（台南州共栄会、1934 年）。
台南州新営郡編『台南州新営郡柳営庄庄勢一覧』（新営郡、1938 年）。
台北庁総務課編『台北庁志』（台北庁総務課、1903 年）。
高雄州教育会編『高雄州地誌』（高雄州教育会、1930 年）。
桃園庁編『桃園庁志』（桃園庁、1906 年）。
朴子街役場編『朴子街要覧』（朴子街役場、1935 年）。
六腳庄役場編『六脚庄要覧』（六脚庄役場、1935 年）。



蘆竹庄役場編『蘆竹庄誌』（蘆竹庄役場、1933 年）。

官報類 

『阿猴庁報』1901～1920
『塩水港庁報』1901～1909
『嘉義県報』1898
『嘉義庁報』1901～1920
『花蓮港庁報』1910～1920
『宜蘭庁報』1900～1920
『基隆庁報』1901～1909
『恒春庁報』1902～1909
『彰化庁報』1904～1909
『深坑庁報』1901～1909
『新竹庁報』1901～1920
『台中県報』1896～1901
『台中庁報』1904～1920
『台東庁報』1897～1899, 1901～1920
『台南県公文』1901
『台南県報』1896, 1898～1900
『台南庁報』1901～1920
『台北県報』1896～1901
『台北庁報』1901～1920
『台湾総督府府報』1897～1942
『桃園庁報』1903～1920
『桃仔園庁報』
『斗六庁報』1904～1909
『南投庁報』1904～1920
『蕃薯藔庁報』1901～1909
『苗栗庁報』1904～1909
『苗栗・台中・彰化・南投・斗六庁報』1901～1904
『澎湖庁報』1896～1920
『鳳山庁報』1901～1909

定期刊行物 

『大阪朝日新聞』
『大阪毎日新聞』
『語苑』
『国民之友』
『台法月報』
『台湾慣習記事』
『台湾教育会雑誌』
『台湾協会会報』
『台湾警察時報』
『台湾新報』
『台湾地方行政』



『台湾土地調査紀念会記事』
『台湾日日新報』
『台湾日報』
『台湾農事報』
『台湾民報』
『東京朝日新聞』
『東京経済雑誌』
『東京日日新聞』
『土地調査局報』
『風俗画報』

North China Herald

同時代文献（含日記・回顧録・伝記等）

秋沢次郎『台湾匪誌』（杉田書店、1923 年）。
石光真清『城下の人』（龍星閣、1958 年［中央公論新社、2017 年］）。
市毛浅太郎編『征台顛末』（日進堂、1897 年）。
伊藤博文関係文書研究会編『伊藤博文関係文書　三』（塙書房、1975 年）。
内田魯庵『社会百面相』（博文館、1902 年［岩波文庫、岩波書店、1953 年］）。
大路会編『大路水野遵先生』（大路会、1930 年）。
樺山資英伝刊行会編『樺山資英伝』（樺山資英伝刊行会、1942 年）。
黄葉秋造『鎮南記念帖』（鎮南山臨済護国禅寺、1913 年）。
許時嘉・朴澤好美編譯『籾山衣洲在台日記　1898～1904』（中央研究院台灣史研究所、2016 年）。
黒龍会編『東亜先覚志士記伝』（上・中・下、黒龍会、1933～1936 年）。
後藤新平『日本植民政策一斑』（拓殖新報社、1921 年）。
小林勝民『台湾経営論』（堀卯三郎、1902 年）。
謝國興主編策劃、松添節也翻譯・編注『駐台南日本兵 1904 年日記』（中央研究院台灣史研究所、2016 年）。
シュマッヘル（宇都木信夫訳）『台湾戦役』（宇都木書店、1896 年）。
関口隆正『台湾歴史歌』（金港堂書籍発売、1900 年）。
台南新報社編『南部台湾紳士録』（台南新報社、1907 年）。
台湾新民報社調査部編『台湾人士鑑』（台湾新民報社、1934 年）。
台湾経世新報社編『台湾大年表』（台湾経世新報社、1938 年）。
台湾文化三百年記念会編『台湾史料集成』（台湾文化三百年記念会、1931 年）。
竹越与三郎『台湾統治志』（博文館、1905 年）。
月出皓編『東京勧業博覧会台湾館』（東山書屋、1907 年）。
棠陰会編『能久親王事蹟』（春陽堂、1908 年［森林太郎『鴎外全集第 3巻』岩波書店、1972 年］）。
戸島嘉吉『地方開発街庄巡り──附街庄事務の琹』（新高堂、1915 年）。
──『街庄制要義』（小出書店、1921 年）。
苫米地治三郎『高野孟矩』（研学会、1897 年）。
鳥居龍蔵『ある老学徒の手記』（朝日新聞社、1953 年［岩波書店、2013 年］）。
内藤虎次郎『支那論』（文会堂書店、1914 年）。
──『内藤湖南全集第 2巻』（筑摩書房、1971 年）。
中神城南編『台南事情　附台南県職員録・台南商人録』（小出書店、1900 年）。
西村才介（南溟漁人）『解剖せる台湾』（昭文堂、1912 年）。
日本警察新聞台湾支局編『台湾警察年代幹部職員録』（日本警察新聞社、1931 年）。
野間五造『縦横公義録』（中国民報社、1902 年）。



橋口兼清編『橋口文蔵遺事録』（橋口兼清、1906 年）。
橋本定幢「台湾再渡日誌」（橋本定雄『台湾浄土』教安寺、1995 年）。
羽鳥敬一・本間恂一・斎藤寿一郎編『野澤武三郎手記明治二十七・八年戦役従軍紀』（野島出版、1974 年）。
細川瀏『小鱗回顧録』（加土印刷所、1927 年［中文訳：謝國興・呂理政主編『乙未之役隨軍見聞錄』中央研究院

台灣史研究所・國立台灣歷史博物館、2015 年所収］）。
水越幸一「本島の現行地方制度成立経過覚え書（一～十）」（『台湾地方行政』第 3巻第 4号～第 4巻第 4号、

1937 年 4 月～1938 年 4 月）。
水野遵『台湾阿片処分』（水野遵、1898 年）。
水上熊吉編『前台湾高等法院長高野孟矩剛骨譚』（広文堂、1902 年）。
宮本常一『忘れられた日本人』（未来社、1960 年［岩波書店、1984 年］）。
民友社編『台湾』（民友社、1895 年）。
村上玉吉『台湾紀要』（警眼社、1899 年）。
持地六三郎『台湾殖民政策』（冨山房、1912 年）。
吉井弘治編『台湾館』（前橋印刷所、1910 年）。
林進発『台湾官紳年鑑』（民衆公論社、1932 年）。
渡部求『台湾と乃木大将』（台湾実業界社、1940 年）。

Davidson, James W., The Island of Formosa: Past and Present (London & N.Y.: Macmillan, 1903).
Wright, David Curtis & Hsin-yi Lin, From Province to Republic to Colony: The james Wheeler Davidson 

Collection on the Origins and Early Development of Japanese Rule in Taiwan, 1895-1905 (Taipei: 
Institute of Taiwan History, Academia Sinica & University of Calgary Press, 2017)［＝賴大衛・林欣宜編
著『禮密臣台灣資料選集』中央研究院台灣史研究所・加拿大卡加利大學出版社、2017 年］.

b）漢文

定期刊行物 

『漢文台灣日日新報』
『台灣詩薈』
『申報』

地方志（及びそれに類するもの）

嘉慶刊『續修台灣縣志』
道光刊『彰化縣志』
道光刊『噶瑪蘭志略』
咸豐刊『噶瑪蘭廳志』
同治刊『重纂福建通志』
同治刊『淡水廳志』

道光「淡水廳志稿」未刊（抄本、國立台灣圖書館蔵）
光緒「苗栗縣志」未刊（同上）
光緒「恒春縣志」未刊（同上）
光緒「台灣通志稿」未刊（同上）
明治「新竹縣志」未刊（同上）
明治「樹杞林志」未刊（抄本、國立台灣大學圖書館蔵伊能嘉矩文庫）
明治「苑裡志」未刊（抄本、國立台灣圖書館蔵）

道光「台灣採訪冊」未刊（同上）
光緒「新竹縣采訪冊」未刊（同上）



光緒「雲林縣采訪冊」未刊（同上）
光緒「鳳山縣采訪冊」未刊（同上）
明治「嘉義管內打猫西堡・打猫北堡・打猫南堡・打猫東下堡下三分・打猫東頂堡采訪冊」未刊（同上）

光緒「安平縣雜記」未刊（同上）
明治「新竹縣制度考」未刊（同上）

『台灣省通志稿』（全 60 冊、台灣省文獻委員會、1950～1965 年）。
『台灣省通志』（全 146 冊、台灣省文獻委員會、1968～1973 年）。
『重修台灣省通志』（全 50 冊、台灣省文獻委員會、1989～1996 年）。
『嘉義市志』（全 15 冊、嘉義市政府、2002～2007 年）。
『嘉義縣志稿』（嘉義縣文獻委員會、1962 年）。
『嘉義縣志』（全 14 冊、嘉義縣政府、1976～1983 年）。
『嘉義縣志』（全 13 冊、嘉義縣政府、2009 年）。
『朴子市志』（嘉義縣朴子市公所、1998 年）。
『大埔鄉志』（嘉義縣大埔鄉公所、1993 年）。
『民雄鄉志』（嘉義縣民雄鄉公所、1993 年）。
『中埔鄉志』（嘉義縣中埔鄉公所、1997 年）。
『阿里山鄉志』（嘉義縣阿里山鄉公所、2001 年）。
『水上鄉志』（嘉義縣水上鄉公所、2002 年）。
『太保市志』（嘉義縣太保市公所、2009 年）。
『台南市志稿』（全 10 冊、台南市文獻委員會、1958～1959 年）。
『台南市志』（全 14 冊、台南市政府、1978～1991 年）。
『續修台南市志』（全 16 冊、台南市政府、1996～1997 年）。
『台南縣志稿』（全 13 冊、台南縣文獻委員會、1957～1960 年）。
『新營市志』（台南縣新營市公所、1997 年）。
『麻豆鎮鄉土誌』（詹評仁、1977 年）。
『善化鎮鄉土誌』（唐德塹、1982 年）。
『後壁鄉志』（台南縣後壁鄉公所、1986 年）。
『白河鎮志』（台南縣白河鎮公所、1998 年）。
『佳里鎮志』（台南縣佳里鎮公所、1998 年）。
『鹽水鎮志』（台南縣鹽水鎮公所、1998 年）。
『柳營鄉志』（台南縣柳營鄉公所、1999 年）。
『官田鄉志』（台南縣官田鄉公所、2002 年）。
『重修屏東縣志』（全 10 冊、屏東縣政府、2014 年）。

賦役冊など　

道光刊『福建賦役總冊』（國立台灣圖書館藏）
道光刊『福建賦役細冊』（國立台灣圖書館藏）
光緒「淡水縣簡明總括圖冊」未刊（抄本、國立台灣圖書館蔵）
光緒「鳳山縣簡明總括圖冊」未刊（同上）
光緒「台北府新竹縣簡明總括圖冊」未刊（同上）

漢籍（甲午以前）　

『亭林文集』顧炎武撰
『明夷待訪錄』黄宗羲撰
『佐治薬言』汪輝祖撰



『問俗録』陳盛韶撰
『治台必告錄』丁日健撰
『福惠全書』黄六鴻撰
『鹿洲公案』藍鼎元撰
『東搓紀略』姚瑩撰
『東溟奏稿』姚瑩撰
『斯未信齋文編』徐宗幹撰
『斯未信齋語錄』徐宗幹撰
『浮海前記』徐宗幹撰
『渡海後記』徐宗幹撰
『全台遊記』池志澂撰（林慶雲輯『惜硯樓叢刊』瑞安林氏、1934 年）
『台遊日記』蔣師轍撰（蔣國榜編『金陵叢書』 丙集、1914～1916 年）
『台陽見聞錄』唐贊袞撰（國立台灣圖書館藏）

漢籍（乙未以後）　

『東方兵事紀略』姚錫光撰
『盾墨拾餘』易順鼎撰
『晴花暖玉詞』鄧嘉縝撰
『嶺雲海日樓詩鈔』丘逢甲撰
『李鶴田先生哀台灣箋釋』李鶴田撰（中央研究院傅斯年圖書館藏）
『官制議』康有為撰
『台陽詩話』王松撰（國立台灣圖書館藏）
『友竹行窩遺稿』王松撰、王石鵬編（1933 年）
『師友風義錄』鄭鵬雲編（版存：上海日本絳雪齋書局、發行所：台北大稻埕第二區區長事務所・台北六館街六番

戶豐原質商行・新竹北門大街鹽總館・新竹米市街振榮商行・新竹太爺街茂泰商行、1903 年、國立台灣圖書館
藏）

『台灣三字經』王石鵬撰（台灣日日新報、1904 年、國立台灣圖書館藏）
『瑞桃齋詩稿』吳德功撰（手稿本、國立台灣圖書館藏）
『瑞桃齋詩話』吳德功撰（手稿本、國立台灣圖書館藏）
『瑞桃齋文稿』吳德功撰（手稿本、國立台灣圖書館藏）
『寄鶴齋詩矕』洪棄生撰（國立台灣圖書館藏）
『瀛洲詩集』林欽賜編（1933 年）（國立台灣圖書館藏）
『窺園留草』許南英撰（北京附窺園、1933 年）
『劉永福歴史草』劉永福述・黃海安錄・羅香林校（1936 年）

在台日本人・台湾総督府刊行本　

伊藤貞太郎『劍潭餘光』（1914 年）。
尾崎秀真・館森鴻編『鳥松閣唱和集』（尾崎秀真・館森鴻、1906 年）。
佐倉孫三『台風雜記』（國光社、1903 年）。
──『達山文稿』（達山会、1937 年）。
住江敬義『江瀕軒唱和詩』（1902 年）。
台灣總督府編『慶饗老典錄』（台灣總督府、1900 年）。
──『台灣揚文會策議』（台灣總督府、1901 年）。
──『台灣列紳傳』（台灣總督府、1916 年）。
中西牛郎『泰東哲學家李公小傳』（台灣日日新報、1908 年）。



籾山逸也編『南菜園唱和集』（1900 年）。

編纂史料　

陳漢光『台灣詩錄』（台灣省文獻委員會、1971 年）。
陳懷澄著、許雪姫編註『陳懷澄先生日記』（第 1～4冊、中央研究院台灣史研究所、2016～2019 年）。
陳素雲主編『林維朝詩文集』（國史館、2006 年）。
陳怡宏編・導讀『乙未之役資料彙編（一）　乙未之役中文史料』（國立台灣歷史博物館・潘思源、2016 年）。
淡新檔案校註出版編輯委員會編『淡新檔案』（全 36 冊、國立台灣大學圖書館、1995～2010 年）。
國立故宮博物院編『宮中檔光緒朝奏摺』（全 26 冊、國立故宮博物院、1973～1975 年）。
何培夫主編『台灣地區現存碑碣圖誌　台南市篇』（國立中央圖書館台灣分館、1992 年）。
──『台灣地區現存碑碣圖誌　台南縣篇』（國立中央圖書館台灣分館、1994 年）。
──『台灣地區現存碑碣圖誌　嘉義縣市篇』（國立中央圖書館台灣分館、1994 年）。
──『台灣地區現存碑碣圖誌　高雄縣・高雄市篇』（國立中央圖書館台灣分館、1995 年）。
──『台灣地區現存碑碣圖誌　屏東縣・台東縣篇』（國立中央圖書館台灣分館、1995 年）。
洪安全總編『清宮月摺檔台灣史料』（全 8冊、國立故宮博物院、1994 年）。
──『清宮諭旨檔台灣史料』（全 6冊、國立故宮博物院、1996 年）。
──『清宮廷寄檔台灣史料（全 3冊、國立故宮博物院、1998 年）。
──『清宮洋務始末台灣史料』（全 4冊、國立故宮博物院、1999 年）。
──『清宮宮中檔奏摺台灣史料』（全 12 冊、國立故宮博物院、2001 年）。
──『清宮台灣巡撫史料』（上・下、國立故宮博物院、2006 年）。
洪棄生「台灣戰紀」（中國史學會輯『中日戰爭』正編中、上海新知識出版社、1956 年）。
洪繻著、台灣省文獻委員會編『洪棄生先生全集』（全 7冊、台灣省文獻委員會、1993 年）。
胡傳『台灣日記與稟啓』（台灣銀行、1960 年）。
黃富三等解讀、何鳳嬌・林正慧・吳俊瑩編輯『霧峰林家文書集』（全 7冊、國史館、2013～2017 年）。
李宏健著編集『歷代竹枝詞選』（萬卷樓圖書，2015 年）。
李明輝・黃俊傑・黎漢基合編『李春生著作集』（全 5冊、南天書局、2004 年）
李南衡主編『日據下台灣新文學　明集 2　小說選集一』（明潭出版社、1979 年）。
林紀堂著、許雪姫編註『林紀堂先生日記』（中央研究院台灣史研究所、2017 年）。
林玉茹編『尺素頻通──晚清寧波與泉州・台灣之間的貿易文書』（政大出版社、2013 年）。
──・劉序楓編『鹿港郊商許志湖家與大陸的貿易文書（1895～1897）』（中央研究院台灣史研究所、2006 年）。
劉璈『巡台退思錄』（海東山房、1957 年）。
劉銘傳『劉壯肅公奏議』（全 3冊、台灣銀行、1969 年）。
『劉銘傳撫台前後檔案』（台灣銀行、1969 年）。
羅大春『台灣海防並開山日記』（台灣銀行、1972 年）。
羅惇曧「中日兵事本末」（『滿淸野史』昌福公司、1920 年）。
──「割台記」（同上）。
沈葆楨『沈文肅公牘』（台灣省文獻委員會、1998 年）。
施士洁『後蘇龕合集』（台灣銀行、1965 年）。
台灣史料集成編輯委員會編『台灣史料集成』（全 110 冊、行政院文化建設委員會・遠流出版、2004～2009 年）。
──編『清代台灣關係諭旨檔案彙編』（全 9冊、行政院文化建設委員會・遠流出版、2004 年）。
──編『清代台灣方志彙刊』（全 41 冊、行政院文化建設委員會・遠流出版ほか、2004～2011 年）。
──編『台灣總督府檔案抄錄契約文書』（全 35 冊、行政院文化建設委員會・遠流出版、2005～2007 年）。
王世慶主編『台灣公私藏古文書影本』（全 10 輯、美國亜洲學會台灣研究小組景照本、東洋文庫蔵）。
王松『滄海遺民賸稿』（台灣銀行、1957 年）。
吳密察編『高雄史料集成第二種　乙未之役打狗史料　中文編』（高雄市政府文化局・國立歷史博物館・國立台灣

歷史博物館、2015 年）。



吳質卿『清代邊疆史料抄稿本彙編』（線裝書局、2003 年）。
兪明震「台灣八日記」（左舜生選輯『中国近百年史資料　続編』中華書局、1938 年）。
張本政主編『清實錄台灣史資料專輯』（福建人民出版社、1993 年）。
張麗俊『水竹居主人日記』（全 10 冊、中央研究院近代史研究所、2000～2004 年）。
左舜生選輯『中国近百年史資料　初編』（中華書局、1938 年）。

c）非文字資料

地図
黃武達編著『日治時期台灣都市發展地圖集』（南天書局、2006 年）。
「台灣歷史文化地圖」（中央研究院地理資訊科学研究專題中心、http://thcts.ascc.net）。
台灣總督府臨時台灣土地調査局調製『台灣堡圖』（遠流出版、1996 年）。

写真
石川源一郎編『台湾名所写真帖』（台湾商報社、1899 年）。
遠藤誠編『征台軍凱旋紀念帖』（裳華房、1896 年［本文の中文訳：謝國興・呂理政主編『乙未之役隨軍見聞錄』

中央研究院台灣史研究所・國立台灣歷史博物館、2015 年所収］）。
黒田菊之助編『南部台湾写真帖』（訂正第 7版、台湾絵葉書会、1914 年）。
台湾総督府官房文書課編『台湾写真帖』（台湾総督府官房文書課、1908 年）。
村崎長昶『台北写真帖』（新高堂書店、1913 年）。
陸地測量部撮影『日清戦争写真帖』（小川一真出版部ほか、1894～1895 年）。
『人文薈萃』（遠藤寫真館、1921 年）。
「意象・台灣影像資料庫」（國家文化藝術基金會、http://www.insighttaiwandb.com.tw）。

Ⅲ．研究文献

和文（50音順）
浅野豊美『帝国日本の植民地法制──法域統合と帝国秩序』（名古屋大学出版会、2008 年）。
東嘉生『台湾経済史研究』（東都書籍台北支店、1944 年）。
阿部泰記『包公伝説の形成と展開』（汲古書院、2004 年）。
安藤彦太郎『中国語と近代日本』（岩波書店、1988 年）。
家永三郎『太平洋戦争』（岩波書店、初刊：1968 年、第二版：1986 年［岩波現代文庫、岩波書店、2002 年］）。
石井寛治「日清戦後経営」（朝尾直弘ほか編『岩波講座日本歴史第 16 巻　近代 3』岩波書店、1976 年）。
石田浩『台湾漢人村落の社会経済構造』（関西大学出版部、1985 年）。
井出季和太『台湾治績志』（台湾日日新報、1937 年）。
伊東貴之「解説」（溝口雄三『中国思想のエッセンスⅡ　東往西来』岩波書店、2011 年）。
伊藤之雄『立憲国家の確立と伊藤博文──内政と外交 1889～1898』（吉川弘文館、1999 年）。
──『立憲国家と日露戦争──外交と内政 1898～1905』（木鐸社、2000 年）。
伊能嘉矩『世界に於ける台湾の位置』（林書房、1899 年）。
──『台湾志』（全 2巻、文学社、1902 年）。
──『台湾巡撫トシテノ劉銘伝』（新高堂、1905 年）。
──『領台十年史』（新高堂、1905 年）。
──「台湾」（吉田東伍『増補大日本地名辞書続編　第 8巻』冨山房、1912 年［初版 1909 年］）。
──『台湾文化志』（上・中・下、刀江書院、1928 年）。
岩井茂樹「武進県『実徴堂簿』と田賦徴収機構」（夫馬進編『中国明清地方档案の研究』京都大学文学部、2000

年）。



──「清代の版図順荘法とその周辺」（『東方学報』京都第 72 冊、2000 年）。
──「武進県の田土推収と城郷関係」（森時彦編『中国近代の都市と農村』京都大学人文科学研究所、2001 年）。
──『中国近世財政史の研究』（京都大学学術出版会、2004 年）。
──「帝国と互市── 16～18 世紀東アジアの通交」（籠谷直人・脇村孝平編『帝国とアジア・ネットワーク──

長期の 19 世紀』世界思想社、2009 年）ほか。
上田信「明清期・浙東における州県行政と地域エリート」（『東洋史研究』第 46 巻第 3号、1987 年 12 月）。
──『伝統中国──〈盆地〉〈宗族〉にみる明清時代』（講談社、1995 年）。
梅森直之「規律の旅程──明治初期警察制度の形成と植民地」（『早稲田政治経済学雑誌』第 354 号、2004 年 1

月）。
──「変奏する統治── 20 世紀初頭における台湾と韓国の刑罰・治安機構」（酒井哲哉編『岩波講座「帝国」日

本の学知第 1巻　「帝国」編成の系譜』岩波書店、2006 年）。
──「国民国家形成と植民地国家形成」（国立歴史民族博物館編『「日韓併合」100 年を問う── 2010 年国際シン

ポジウム』岩波書店、2011 年）。
袁甲幸「三新法体制における府県「公権」の形成──府県庁舎建築修繕費の地方税移行を手がかりに」（『史学雑

誌』127 編 7 号、2018 年 7 月）。
遠藤正敬『近代日本の植民地統治における国籍と戸籍──満洲・朝鮮・台湾』（明石書店、2010 年）。
王鉄軍「近代日本政治における台湾総督制度の研究」（『中京法学』第 43 巻第 1号、2008 年）。
──「台湾統治と総務長官」（『中京法学』第 43 巻第 2号、2008 年）。
──「台湾総督府司法官僚の形成──領有初期における司法制度を中心として」（『中京法学』第 43 巻第 3・4

号、2009 年）。
──「日本外地官僚の形成──日露戦争中の台湾総督府官僚を中心として」（『中京法学』第 44 巻第 1・2号、

2009 年）。
──「近代日本文官官僚制度の中の台湾総督府官僚」（『中京法学』第 45 巻第 1・2号、2010 年）。
──「外地統治と警察官吏──台湾統治における台湾総督府警察官」（『中京法学』第 45 巻第 3・4号、2011 年）。
──「台湾総督府官僚と関東都督府の設立」（檜山幸夫編著『帝国日本の展開と台湾』創泉堂出版、2011 年）。
大江志乃夫「植民地領有と軍部──とくに台湾植民地征服戦争の位置づけをめぐって」（『歴史学研究』第 460

号、1978 年 9 月）［柳沢遊・岡部牧夫編『展望日本歴史 20　帝国主義と植民地』東京堂出版、2001 年収録］。
──『日露戦争と日本軍隊』（立風書房、1987 年）。
──「植民地戦争と総督府の成立」（同ほか編『岩波講座近代日本と植民地 2　帝国統治の構造』岩波書店、1992

年）。
大友昌子「清朝時代における台湾地方経済に関する調査報告書──『旧慣調査』前史として」（台湾総督府文書

目録編纂委員会編『台湾総督府文書目録第 5巻』ゆまに書房、1998 年）。
大濱徹也『乃木希典』（雄山閣出版、1967 年［講談社、2010 年］）。
岡義武「日清戦争と当時における対外意識」（『国家学会雑誌』第 68 巻第 3・4号、5・6号、1954～1955 年）。
──「国民的独立と国家理性」（唐木順三・竹内好共編『近代日本思想史講座第 8巻　世界のなかの日本』筑摩

書房、1961 年）。
──『岡義武著作集第 6巻　国民的独立と国家理性』（岩波書店、1993 年）。
岡本隆司『近代中国と海関』（名古屋大学出版会、1999 年）。
──『中国の誕生──東アジアの近代外交と国家形成』（名古屋大学出版会、2017 年）
──編著『宗主権の世界史──東西アジアの近代と翻訳概念』（名古屋大学出版会、2014 年）。
岡本真希子『植民地官僚の政治史──朝鮮・台湾総督府と帝国日本』（三元社、2008 年）。
──「植民地期の政治史を描く視角について──体制の内と外、そして「帝国日本」」（『思想』第 1029 号、2010

年 1 月）。
──「植民地統治初期台湾における内地人の政治・言論活動──六三法体制をめぐる相剋」（『社会科学』第 86

号、2010 年）。
──「植民地在住者の政治参加をめぐる相剋──「台湾同化会」事件を中心として」（『社会科学』第 89 号、



2010 年）。
──「台湾人巡査補をめぐる統合と排除──前期武官総督期における待遇と慰霊」（『社会科学』第 91 号、2011

年 5 月）
──「植民地地方行政の開始と台湾人名望家層──統治体制転換期の台南地域社会」（『社会科学』第 94 号、

2012 年）。
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論文の内容の要旨

論文題目　　植民地台湾の形成

　　　　　　──清末・日本統治初期における国家・社会関係の転換──

氏　　名　　新田龍希

　本論文は清末・日本統治初期における台湾の国家（在台統治機構）・社会関係の変遷過程を描くこ

とを通して、1895 年前後の歴史を接続し、日本による台湾植民地化の過程を再考することを目的とす

る。本論文は序論、結論を除いて 4章及び補論から構成される。

　第 1章では嘉義新港の士紳である林維朝に即して、清末台湾における団練の活動や「公事」のあり

方を検討するとともに、林が割譲をどのように経験したのか、そして植民地権力との出会いはいかな

るものであったかを考察した。

　まず団練について、局長は地域エリートの推薦を受けて、知県から直接任命されていた。平時の団

練は冬季のみ設けるもので、もっぱら冬防のためのものであった。他方で冬季以外にも林維朝は地域

で強盗などが発生すると、知県から犯人の偵査、問題の解決を求められた。これらも全て地域の「公

事」であり、林は学業を理由に「公事」「局務」から逃れようとするも、知県の説得にあい、結局は

学業を放棄するのであった。日清戦争下では平時以上に大規模に団練局が運営された。経費は基本的

に地域エリートによる分担であったが、知県から官租を紹介され、官租收入を局費に充当できた。

　次に、郷治については、団練とは直接関係なく、林は平時から腕っ節の強い者を「雇い人」「壮丁」

として雇っており、強盗被害や抗租にあうと、彼らを率い、武装して現場に出向き、強盗と撃ち合う

こともあり、また抗租をする者の息子を拿捕し、新港街の地保に預けるといった実力行使に出てい

た。清末台湾は軍事社会であり、紛争が発生した場合に武力で「解決」することもままあった。そし

て林は自身の雇い人を団練局の局丁にも任命した。自家の経営と公事は地続きであった。

　そして台湾が日本に割譲され日本軍が上陸して南下すると、各地の緊張はピークに達した。いわゆ
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る台湾民主国軍が大莆林から新港へと逃げ帰ってくると、新港の人びとは彼らを「反逆兵」とみな

し、殺害しようとした。割譲は人びとの間に集団ヒステリーを引き起こさせたのであり、それを目の

当たりにした林は内渡を決意した。しかし内渡後も台湾における糖廍経営に様々な問題が発生したこ

ともあり帰郷する。その間にかつての局丁がモーゼル銃を提げて新港を歩いていたところ警察に逮捕

連行され、その銃が林維朝のものだと証言したことで林の身に危険が及ぶ。しかし新港の 70 余りの

商店が連署して請願書を提出し、林が実際に処罰を受けることはなかった。林は一命をとりとめたが

身の危険を感じ再び内渡した。しかしその後母が亡くなったことなどもあり、最終的に 1897 年 5 月

の国籍選択期限を過ぎた 10 月に新港に戻ることを決意した。

　第 2章は嘉義における郷土防衛戦を概覧したのち、嘉義市街に開かれた保良局を検討する。また総

理から事務係、街庄長に至る制度の変遷と、参事について考察した。

　乙未戦争下の嘉義においては十八堡が聯庄を組織したことが知られている。複数の地域エリートが

連携しながら壮丁を率いて日本軍と戦ったが、最終的には敗北を喫する。その後嘉義市街で開かれた

のが保良局である。嘉義市街のエリートが運営した組織であったが、日本軍からの苦力調達などの苛

酷な要求や非礼、経費調達の困難などから廃止を申し出る。保良局廃止後 1896 年末には各堡に事務

係が設置された。これはそれまでの総理から人的に連続するものであり、また嘉義市街においては 4

区の事務係が共同で公務所を設置したことで、実質的に保良局を継承するような組織となった。この

公務所にせよ、事務係にせよ、彼らもやはり経費の不足に直面しており、そんな中で彼らが目をつけ

たのが牛墟から上がる収益であった。ここにおいて公務所、事務係、墟長の間で各地の牛墟の管理を

めぐる紛争が勃発し、県庁には相手の非と自身の正当性を訴える大量の陳情書が届けられた。県庁は

これに対して「請負事業」であった牛墟経営を「公共」のものと捉え直し、牛墟からあがる収益を公

学校経営などの「公共事業」に充当することを思いつき、実行に移された。

　1897 年に辨務署が設置されると、1898 年にかけて参事及び街庄長が各地で任命された。参事はあ

くまで県ないし辨務署の諮問役で規則制定に際して意見を求められる程度の役割しか与えられなかっ

た。街庄長は人的には総理、事務係から連続していたが、その業務や権限は縮小され、また従前の事

務係と同様に経費不足に悩まされた。街庄長の事務費は初年度は国庫支辨であったが次年度以降廃止

される。しかし廃止後の方針として、参事官（地方課長）杉村濬は街庄民の協議支辨を決定するが、

法務課長大島久満次はこれに対して、当時の最下級行政機関は辨務署であり、行政機関ではない街庄

の事務費を街庄毎に区別して賦課徴収するのは本末転倒であると批判する。結局乃木から児玉へと総

督が交替する時期にあたっていたこともあり、街庄民の協議支辨で決定されるが、児玉総督就任後こ

の方針は無かったことにされ、地方税規則を制定し、街庄長の役場費は地方税から支出することに

なった。しかし地方税中の街庄長役場費は予算が少なく、街庄長らは慢性的に経費不足に悩まされて

いた。そんな中、地方税を街庄長が代行徴収することとなり、そして更に法的根拠はないにも関わら

ず国税（地租）をも街庄長が代行徴収することになり、総督府は徴税費用として交付金を支給するよ

うになった。すると今度は交付金を多く受領する街庄（区）に対しては役場費をカットないし受給し

ないという、交付金と役場費とがトレードオフの関係にされていった。
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　街庄長の就任状況については、基本的に多くが長年にわたり街庄長を担当し、街庄長が亡くなって

もその息子が引き継ぐなど有力家が長く担当していた。総督府としても街庄長の人事にほとんど容喙

できなかったと思われる。

　第 3章では割譲以前に州県衙門で働いていた胥吏に着目し、彼らの割譲後の動向を考察した。割譲

以前、胥吏らは裁判や日常業務に関わる文書処理に携わるとともに、徴税業務を独占的に請け負って

いた。割譲後、統治の引継を受けなかった総督府には、何よりもまず地租徴収体制を確立することが

求められた。そこで総督府は彼らかつての胥吏を県庁に雇い入れた。彼らの一部は官話を話すことも

できたので、通訳業務に従事したほか、徴税のための資料（実徴冊ほか各種簿冊）を提供し、その整

理にも従事した。こうして総督府は最低限の徴税情報を得、徴税を実施するようになると、徴税の実

務にはかつての衙役（糧差）が一部採用されたほかは胥吏らは関与することはできず、またその糧差

も弊害が多いとして事務係へ徴税業務を委託するようになる。こうして総督府にとって胥吏はもはや

必要な存在ではなくなっていった。

　他方で、二重通訳状況において、官話話者は貴重な存在であり、その点において総督府は胥吏を含

む官話話者を多く雇用したが、同時に統治開始早々に国語伝習所を設け、その後公学校を各地に設置

していき、日本語を話せる若年者が輩出していく。こうして 1910 年代に入るころには官話話者は必

要なくなっていき、日本語─福佬語の単通訳体制が形成されていった。

　第 4章では保甲制度の確立までの経緯を考察した。割譲以前各地で組織されていた聯庄を、割譲後

乃木総督期になってその有用性を認め、規制をかけつつ公認することになった。そして 1897 年末に

は壮丁団と名称を変更し、その組織標準を定めたが、その時点で保甲制度の立案が始まっていた。し

かし総督の交替があり保甲制度を制定しないまま乃木希典も杉村濬も離台すると、おそらくこの案を

引き継いだ石塚英蔵が、そこに総督府の中央集権化を図る条項を加えつつ保甲条例の草案を作成す

る。この草案には保甲そのものに関する規程のみならず、街庄長制度を包括的に規定する条項も含ま

れていた。しかし同案は顧みられることなく、後藤新平が別に作成した案をもとに保甲条例は制定さ

れる。後藤が作成したものは連坐制を強調し、地方県庁に対する総督府の中央集権化を志向するもの

であった。しかし各県庁が細則を制定施行する中で、各地の現状に併せて様々な規定を盛り込んだた

め、各地の保甲編成方法はバラバラなものとなり、保や甲の規模も 1保＝ 10 甲＝ 100 戸から大きく

離れたものとなった。

　1902 年に「土匪」が鎮定されると、総督府はすぐに保甲制度の再編に着手する。総督府が求めたの

は各地で保と県庁の間に設けられていた中間団体である保甲局を断固として廃止すること、保や甲の

規模を縮小して 1保＝ 10 甲＝ 100 戸になるべく近似させること、そして保甲を警察の最末端組織で

あると実質的に位置づけ、警察による保甲の監督体制を確立した上で、一般行政すなわち街庄長の業

務を補助する体制を創出することであった。「土匪」時代に制定された非常時の制度を日常化し、標

準化していくことで、稠密な地方統治のための組織にしていったのである。

　補論では割譲後に地方県庁で雇用された台湾人のうち警吏（巡査補）に着目し、彼らの行動様式を

探るとともに、地方県庁の警察組織が実施していた「探聞」の報告記録に依拠して、当時の台湾社会
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においてどのような問題が発生していたのかを考察した。彼ら警吏は官憲と地域住民の間の仲介者で

あったこともあり、警吏が金銭を詐取するといった問題が発生することがあった。しかし一方で彼ら

は社会の不満や不正を当局に訴えるなど、社会の代弁者としての役割も果たしていた。また警吏は常

に現場の最前線に立たざるを得ない職であることから、「土匪」は彼らを憎んでおり、警吏を誘拐し

たり、警吏を解雇することを求める投書が寄せられることもあった。

　地方県庁が探聞により収集した情報は様々あったが、「土匪」に関するものが圧倒的であったほか、

地方税導入時には人びとが大きな不満を抱いていたこと、そして「土匪」がそれを好機として攻勢に

出ようとしていたことなどが報告された。また官吏の不正に関する探聞も多く報告された。県庁が憂

慮し、日本人巡査が慨嘆するほどに官吏による強姦や暴行、斬殺拷問、村落焼夷、徴発などが頻発し

ていたのである。

　結論では、本論の議論を整理し、日本統治初期に成立した統治構造を示すとともに、社会経済構造

の転換と相俟って、〈植民地台湾〉が形成されたことを示した。
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